
平成30年度 まちづくりびと講座(実践編)

「これまでの取り組みを
振り返り、分かち合おう」

日時 ： 平成31年1月19日(土)

時間 ： 13：30～17：00

場所 ： 名古屋都市センター
14階 第2会議室

講師 ： 稲葉 久之さん
(フリーランスファシリテーター)

第2回

第2回目は、約2か月間の各自の活動の取り組みを参加者で振り返り、
分かち合うことで、各自が思いをより明確にする講座となりました。

講師の稲葉さんから挨拶と第2回の内容説明の後、全
員で輪になり座り、11月に行われた第1回目の講座後
から約2ヶ月の間に参加者がやってきたこと、調べたこ
となど「自分の今の気持ち」を発表し講座にチェック
イン(講座に向けて気持ちの切り替え)をしました。
実践期間の間に考えたことや、まちづくり活動に対

する思いや意気込みが話され、参加者の気持ちも一気
に盛り上がりました。



「活動目標(Plan)」に向けて「実際に取り組んだこと(Do)」何をやってきたか、何をやっ
ていくか等をA4の「活動のふりかえり用紙」と他の人に聞きたい事などを付箋紙に書きだ
す作業を通じ、話し合いの前に自分を見つめ直す時間を取りました。
冒頭のチェックインでは、「実践らしい活動はできなかった」と言う人もいましたが、

稲葉さんから、「インターネットで調べたことや、人の話を聴いたことも直接の活動に進
めるための第一歩で立派な実践ですよ。」とフォローがあり、小さな取り組みや、活動の
内容や計画を考えたことも実践の取り組みの一つとして整理ができたようでした。
「活動のふりかえり用紙」記入後は、実践した活動やその課題、今後やりたい事など、

次のステップに活かすために一人15分の持ち時間でグループ内で発表し、前向きに考えア
ドバイスをしあい、それぞれが参考になったのではと思います。

次に、各グループの学び合いの中から出た「活動に向けて抱えてい
る課題や活動のために話し合いたい事」など、4つのテーマを受講生
から募り、関心のあるテーマに分かれてのグループワークを行いまし
た。

【各グループのテーマ】
Aグループ：名古屋の魅力について語る
Bグループ：どうすれば、まちづくりの中で女性の社会的活動ができるようになるか
Cグループ：活動の資金調達について
Dグループ：1人じゃできないことや人と人をつなぐ「つなぎ師」である人材が必要。

【テーマに対しての発表のまとめ】
A：①名古屋の魅力は何か？外国人が来る観光を主体とし、国際都市名古屋として魅力ある

まちづくりをするには様々な活動も活性化した方が良いのではないか？
②できれば名古屋の魅力を発信する団体を作りたい。⇒名古屋の魅力を語る会の発足。

B：古民家再生の団体を一人で立ち上げたが、なかなか女性一人では大変との問題について
出たアイディアとして①地元力を活用する。②男性しか動けないという思い込みは取り
払って、女性で代表をやっている団体もあるので参考にしてみるのがいい。

C：①他のまちづくり団体の資金面の情報を参考に欲しい。
②講座を有料にしたいとのことについては、参加してその先の活動などあれば有料で講
座をやるのも良いのではないかとの意見も出た。市が無料でやっているからお金が取
りにくい。

D：①まちづくり活動は一人では出来ないので、人や活動を繋ぐ『つなぎ師』が必要だと確
認。

②つなぎ師が役に立つためには、活動のストーリーが必要であり、そのストーリーをど
のようなものにするかによる。1歩引いて全体が見えると良い。

各グループとも関心のあるテーマということで話も盛り上り、テーマ提案者だけでなくそれぞ
れにとって参考になったのではと思います。



最後に、ここまで話合いを進めてきた中で「私とまちのかかわり」について、これから
の展望や活動の目標、行動計画をA3用紙に各自が記入し、一人ひとり発表しました。

★後記
当初は受講生の皆さんは「なにか、まちづくりをやってみたい」という漠然としてい

たものが、受講後の記念撮影の笑顔でわかるように、全2回を通してまちの中でやりた
いことと、明確な目標ができたのではないかと思います。
今後この講座に参加した皆さんが、市民主体の「まちづくり活動」の担い手の一人と

なり、それぞれに適した場所で活躍していただけたらと思います。ご参加いただきまし
た皆様、講師の稲葉さん、ありがとうございました。

講師の稲葉さんからは、実践期間に一人ひとりが何かしてみて、難しさも感じてもらった
とおもいますが、講座の中でお互いが活動に向けたアドバイザーとなり、考えを深めたこと
で、それぞれがやりたい「まちづくり活動」の目標ができたと思う。と全体の振り返りを頂
きました。
都市センター調査課長からは、行政ができる事には限界もあり、市民のみなさんが主体と

なったまちづくりが重要になっています。まちづくり活動助成の制度などを活用し、これか
らも頑張って活動してください。とエールが送られ、和気あいあいとした中で記念撮影を行
い、全2回の講座は終了となりました。

最後に受講生のみんなとスタッフ全員で記念撮影
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